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全日ア連強化第 18－015号 

2018年 5月 2日 

加盟団体 各位 

役  員 各位 

(公社)全日本アーチェリー連盟 

強化部長 新海 輝夫 

（公印省略） 

 

 

小学生・中学生を中心とした記録会の開催について協力依頼 

 

新緑の候、日頃より本連盟事業にご協力賜り、心より御礼申し上げます。 

さて、今年度よりスタートいたします TST（タレントスカウトチーム）ブロック記録会

開催について、加盟団体の皆様のご理解とご協力を賜りＴＳＴ事業を推進してまいりたい

と思います。 

2018 年の TST ブロック記録会の開催は小学生の部に加え中学 1・2 年生の部を組み入れ、

8月下旬～9月末に全国 9ブロックで実施いたします。各ブロック記録会の要項が確定しだ

い順次公開いたしますのでよろしくお願いします。TSTブロック記録会への参加基準・申

請条件については下記内容をご確認ください。 

なお、加盟団体におかれましては、本事業を会員の拡大と普及のための１つのカテゴ

リーとしてお考えいただき、申請対象となる記録会の積極的なる開催と承認につきまし

てご協力を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 

 

記 

TST（タレントスカウトチーム）ブロック記録会 

１. 選考対象期間中に各都道府県協会(連盟)・本連盟公認競技会、都道府県協会(連盟)

が認めた記録会を申請対象とする。 

２. 日本国籍を有し、(公社)全日本アーチェリー連盟に競技者登録を行い、グリーンバ

ッチ以上を取得している者。（小学生は取得が望ましい。） 

３.選考対象期間 

2018年 4月 1日～ブロックにより決められた期日まで（8月下旬～９月中旬） 

４.申請対象となるカテゴリーと行射距離について（使用標的：80cm または 6 リング） 

小学生の部：男子 18m36射 12m36射 合計 72射  

女子 18m36射 12m36射 合計 72射  

中学生の部：男子 30m36射 18m36射 合計 72射  

      女子 30m36射 18m36射 合計 72射  

室内で実施された記録も有効とする。 

５.種目の特例 小学生は特例としてコンパウンドボウの使用を可とする。 

ただし、リリーサー、ピープサイト・スコープサイトの使用は不可とする。 

６.選考方法について 
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第１申請記録の上位者から選考する。但し、72射合計が同点の場合、小学生の部

は 18ｍ36射・中学生は 30ｍ36射の得点上位者とし、これでも同点の時は第 2申請

記録の 72射合計、小学生 18ｍ36射・中学生 30ｍ36射の順で優先順位を決定し選

考する。 

７.上記条件を満たしていれば申請を認める。（対象期間に 1回の記録があれば可） 

  今年度は申請基準点は設けない。 

８.参加人数 

各カテゴリー12名程度を参加有資格者とする。 

（参加人数は各ブロックごとに現状を鑑みて決定します。） 

９.第 1回全日本 GAカップアーチェリー大会 [11 月 10日(土)～11日(日)] について 

①出場申請 

 第一選考：ブロック推薦 

ブロック記録会優勝者またはそれに代わるブロック推薦選手 

（各カテゴリー1名×9ブロック） 

第二選考：得点申請 

TSTブロック記録会または連盟・都道府県協会（連盟）が公認している

大会、都道府県協会（連盟）が認めた記録会での得点で申請受付を行い、

各カテゴリーの上位得点選手より選考する。 

（全国で各カテゴリー15名） 

  ②選考対象期間 

   2018年 4月 1日から 2018年 10月 14日（予定：大会要項で最終確認） 

以上 


